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薬局 に鑑定依頼された錠剤および軟力プセル剤の確認試験
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　 The　Hikari　Phannacy　worked 　together　with 　the　Department　of 　Pharmacognosy　of 　Tohoku 　Pharmaceutical　University　un −

der　an 　agreelnent 　on 　education 　and 　research 　between　them 　to　determine　the　properties　of 　medicines 　in　tablet　and 　soft　cap −

sule　form　 that 　 a 　74−ye訂 old 　female　patient　had　taken 　and 　soon 　spat 　Qu し

　 On　the　request 　 of 　the　patient，　we 　checked 　her　personal　dlug　profile　and 　found　that　 she 　had　been　taktng　vitamin 　D3　soft

capsules ，　calcium 　L−aspartate 　tablets　and 　mecobalamin 　tablets．　By　thin　layer　chromatography
，
　we 　identified　vitamin 　D3　for

the　soft　capsule 　but　could 　not 　detect　calcium 　L−aspartate 　in　the　tablet　by　this　method ．　We 　finally　identifjed　the　substance 　as

L−aspa 而 c　acid 　using 　an 　amino 　 acid 　analyzer ．　We 　informed　the　patient　concerning 　the 　medicines 　direct［y　in　a　written 　form
handed　to　her　at　Hikari　Phaエmacy ，　It　only 　took 　a　short　time　for　the 　identification　tests　and 　the 　patient　was 　satisfied 　wi 重h　the

results ，
Performing　jdentification　tests　for　medicines 　is　an 　important　role 　of 　pharmac童sts　in　community 　pharmacies 　and 　thin　layer

chromatography 　is　a　good　method 　fQr　this　pulpose　because　it　is　simple ，　rapid 　and 　economical ．

κg罫 幡
一 tablet，　capsule ，曲 layer　chromatography ，  ino　aci 岫 田yzer

緒 言

　ひ か り薬 局 にお い て ，患 者 か ら
一

度 服 用 して 吐 き出 し

た医薬品の 錠剤（A ）お よ び軟 カ プセ ル 剤（B）に 関 す る鑑定

依頼 が あ っ た（Fig．1）．患者 は 74歳 の 独身女性 で ，今 ま

で に 服 用 した こ とが な い 医薬品で ある こ と を訴 えた ，そ

こ で 患者の 薬歴や 病歴 を薬歴簿か ら精査 して
， 現在 ひ か

り薬局 で は，肛 門科か ら内核痔 に よ り，膨張性下剤 の カ

ル メ ロ
ー

ス 顆粒剤 お よ び 内痔核 に 伴 う症状 の 緩解 の た め

に トリベ ノ シ ド・リ ドカ イ ン を含有す る 坐剤 の 2 種類 の

医 薬 品 の み が 処 方 さ れ て 調 剤 して お り，鑑 定依頼 の あ っ

た錠剤 お よ び軟 カ プセ ル 剤 の 調 剤 を して い な い こ とか

ら，今回鑑定依頼 の あ っ た医薬品は，他 の 医療機 関から

処 方 され て い る こ と を推察 し た ．また 患者の 薬 歴 簿 に，

骨粗鬆症 の ため に整形外科 を受診中で ，ア ス パ ラ
  一CA

錠（田 辺製薬（株 ））（L
一
ア ス パ ラ ギ ン 酸 カ ル シ ウ ム ），プ ラ

チ ビ ッ ト
 

カ プ セ ル （東和薬品（株））（ア ル フ ァ カ ル シ ド
ー

ル ）お よ び メ チ コ バ ー
ル

 
錠（エ

ー
ザイ（株））（メ コ バ ラ ミ ン ）

が処方されて ，服用中で ある こ とが 記載 され て い た．そ

こ で 再度，患者 に 対 して 受診 して い る 他 の 医療機関名 を

問い 合 わ せ た と こ ろ，患者 か ら 公開す る こ と を 拒否 さ

1
本報の

一
部は第 21 回ア ジ ア薬剤師会連合 学術 大会（横浜，2006年 11 月）に て 発 表．
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Fig．　L　Photograpb　of 　Tablet（A）and 　Soft　Capsule（B）．

れ，ひ か り薬局 か ら交付 され た医薬品 で あ る こ とを主張

して 鑑定 を要求 した．今まで に，高齢者 に なる ほ ど薬剤

数が 多 くな り，また 服 薬 コ ン プ ラ イ ア ン ス が 不 良 に な

り， 自己管理が不能 に なる こ と も報告
1−3｝され て い る が ，

今回 の 患者 は独身 で 同居家族 もい ない こ とか ら服薬状況

を 把握す る こ とが 極 め て 困難 で あ っ た．そ こ で （株）オ オ

ノ 　 ひ か り薬局が教育お よび 研究 に 関す る 協定 を結 ん で

い る東北薬科大学 の 生 薬学教室 との 共同研究 で ，薬 歴 簿

か ら推定 した上 述 の 3 種類 の 医薬品 に つ い て
， 薄層 ク ロ

マ トグ ラ フ 法 お よ び ア ミ ノ 酸分析計 を用 い て 分析 お よ び

確認同定 を行 い ，そ の 結果 を患者 に説明 し，同意 を し て

い た だ い た 経過 に つ い て 報告 を する．

結果 ・考察

　未知 の 軟 カ プ セ ル 剤 は，薄層 ク ロ マ トグ ラ フ 法に よ り

ア ル フ ァ カ ル シ ドール （ビ タ ミ ン D3）の Rf値 O．86 と
一

致

し，プ ラ チ ビ ッ ト  カ プ セ ル と 同定，確認 し た．一
方，

錠剤は薄層ク ロ マ トグ ラ フ 法に よ り展開されずに確認が

不可能 で あ っ た ．そ こ で ア ミ ノ 酸分析計 を 用 い て 検討し

た結果，ア ス パ ラ ギ ン 酸が確認 され ，また ア ス パ ラ ギ ン

酸カ ル シ ウ ム の ピー
ク の 高さが標準試料 の ア ス パ ラ ギ ン

酸お よ び ア ス パ ラ   一CA 錠 200 と 同 じで あ っ た こ と か ら

ア ス パ ラギ ン酸 カ ル シ ウ ム で ある こ と を確認 し ， ア ス パ

ラ
＠−CA と同定 した（Fig．2）．
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L−Aspartic　acid

3．嫡

方 法

1， 薄層 ク ロ マ トグ ラ フ

　試料 A お よ び B の
一

部を メ チ ル ア ル コ
ー

ル で 抽 出 し

て 遠心 分 離 後 ，上 清 を シ リ カゲ ル の 薄 層 板 （Kieselgel　 GF

254 ，Merck 社製）に ス ポ ッ ト し，日局薄層 ク ロ マ トグ ラ

フ 法
4｝に よ り n

一
ヘ キ サ ン ：ア セ トン ＝1 ：1 で展 開を行 っ

た．そ の 後 に風 乾 して，UV 　254　nm で 確認 した後 に希硫

酸 を噴霧 して ス ポ ッ ト検出 を行 っ た ．な お，薬歴 か ら 推

定 され る 医薬品 と して ア ス パ ラ
  一CA 錠 200（Lot番号 6

Xl30 ），プラ チ ビ ッ ト
 

カ プセ ル 0．25yg （Lot 番号 C334 −

2）お よ び メ チ コ バ ー
ル

 
錠 500

μg（Lot 番号 6XA 　88　M ）の

お の お の 1検体 を用 い て 同様 に 薄層 ク ロ マ トグ ラ フ 法の

試料 と した．

 
璽們
飼

2． ア ミノ酸分析

　薬歴 か ら推定 さ れ た 医薬 品で あ る ア ス パ ラ
＠−CA 錠

200（Lot　6× 130）の 水溶 液 （L
一
ア ス パ ラ ギ ン 酸 50μ M 相 当

量 ）お よ び 未知錠剤試料 A を ア ス パ ラ  一CA 錠 200 使 用

量 と同量 の 精製水に溶解して 試料を作製 した、さ ら に各

試 料 を遠 心 分 離 して 得 た上 清 を ア ミ ノ 酸 分 析 計 （日立 L−

8500，（株）日立 ハ イ テ ク ノ ロ ジース ）に て 測定を行 っ た．
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Fig．2．　 Chromatograph 　 of 　L −Aspartic　Acid　by　 Amino

　　　 Acid　Anatyzer．
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　薬局 にお け る 薬剤師の 業務 と して 患者へ の 情報提供 に

伴 う医薬品試験等 が 挙げられ，薬歴 に基 づ き添付文書を

参考 に して 医薬品 の 分析，鑑定 を行 う場合 が あ る
S｝．今

回，患者 に 対 して ひ か り薬局 に お い て ，未知 の 錠剤 と カ

プセ ル 剤 の 確認試験 の 結果 に 基づ い て鑑定報告書を用 い

た 説明 を行 い ，患者本人か ら同意 を得 る こ とがで きた．

患者 は 高齢 の た め に
， 他 の 医療機関 か ら も らっ て い る 医

薬品 を 服用 して い る こ と を忘 れ て しまい
，

ひ か り薬局 に

持参した もの と思 わ れ る，今後，高齢化祉会 を迎えて ，

今回 の 患 者 の よ うに 服薬 を忘 れ て 医薬 品の 鑑定 を依頼す

るケ ース も想定 され る こ と か ら，薬局 で も医薬品 の 分析

体制を整備す る とともに，高齢者に対す る服薬指導をマ

ニ ュ ア ル 化 して コ ン プ ラ イ ア ン ス の 向上 に 対応 す る
fi・7）こ

とが 必 要 に な る もの と思 わ れ る．また，薄層 ク ロ マ トグ

ラ フ法 は，薬局 にお い て も比較的安価 に，簡単で 迅 速 に

医薬 品 の 分 析 を行 うこ と が で きる こ とか ら今 後 確認 試 験

の 有用 な乎段 の
・・

つ に な る もの と思 わ れ る．薬局 の 薬剤

師は ，大学 の 研 究室 に お い て 共同研究を行う こ とに よ り

迅 速 に，そ して 精度良 く試験分 析 を行 うこ とが 可 能 に な

り，今後 と も共同研究 を 行 うこ とが 薬局 に と っ て 重要 に

な る こ と を示唆 した．
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